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令和４年６月２９日 

 

福津市議会 

議長  江 上 隆 行 様 

 

総務文教委員会 

委員長 蒲 生  守 

 

総務文教委員会審査報告書 

 

令和４年第４回福津市議会定例会において、本委員会に付託を受けておりました事件に

ついての審査結果を、会議規則第１１０条の規定により次のとおり報告いたします。 

 

記 

 

１．審査経過 

付託年月日   令和４年６月１４日 

審査年月日   令和４年６月２４日 

 

２．出 席 者 

委 員  蒲生委員長、秦副委員長、福井委員、田中委員、榎本委員、米山委員 

 

執行部  大庭総務部長、赤間教育部長、水上教育部理事、香田理事、石井まちづ

くり推進室参事、来仙文化財課長、井上市民共働推進係長、井浦史跡整

備係長 

 

◎議案第 34号 福津市未来共創センター条例の制定について 

 

（１）審査内容 

主な質疑及び答弁 

（質疑）必要な職員を置くとあるが何人を考えているのか。 

（答弁）会計年度任用職員を含め、２名程度が常駐するよう考えている。 

（質疑）センターで企画立案される事業を実施するための予算措置はなされているの

か。 

（答弁）令和４年度より３年間は債務負担行為で予算措置を行っている。財源は２分

の１が国の交付金で残りは市費である。 

（質疑）未来共創会議のメンバーの予定は。 

（答弁）これまでの条例素案策定に行政職員を含め７名が参加している。条例制定後
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に７名の継続も含めて検討し、選任する。 

 

 

（２）主な意見 

なし 

 

（３）審査結果 

本委員会では、全員賛成により原案のとおり可決すべきものと決定した。 

 

◎議案第 35号 財産の取得について 

 

（１）審査内容 

主な質疑及び答弁 

（質疑）古墳公園用地購入費および物件補償費の費用と財源は。 

（答弁）現時点での費用総額は 10 億 6,886 万 2,312 円で、財源内訳は国庫補助金が

80％、県費補助金 8％、残り 12％が市費である。 

（質疑）カントリーエレベーター解体工事で、補償費以外に費用はかかるのか。 

（答弁）稼働中のため調査できなかった機器に PCB(ポリ塩化ビフェニル)等があれば

処理費等が別途発生する。それ以外は全額補償費の中に含まれている。 

 

（２）主な意見 

なし 

 

（３）審査結果 

本委員会では、全員賛成により原案のとおり可決すべきものと決定した。 

 


